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伐採木を活用した工作 

 
NPO法人日本森林ボランティア協会 
         山 本  博 
 

 
森の手入れで出た木々を利用する。 
 
・太い丸太…ベンチ、イス 
 
 
 
 
 
 
・細い丸太…コースター、道づくり・階段づくり 
 
 
 
 
 
 
 
・小枝…モックン、エンピツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
※出展：森林の本シリーズ №３森で遊ぼう   発行 （社）全国林業改良普及協会 
    イラスト 里山の手入れ図鑑      発行 （社）全国林業改良普及協会 

六甲山系グリーンベルト

森づくり講習会（第 5回）
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道づくり・階段づくりについて 
 
活動地への移動など、安全確保のために歩道を整備し、場所によっては階段を作る。 
 
 必要な道具 ・伐採した樹木 
          太い丸太（横木用）１本 細い丸太（杭用） ２本 が基本セット 

  ・スコップ（植え付け鍬）  ・ノコギリ  ・ナタ  ・カケヤ（木槌） 
 
  ○横木は太いのがなければ、細いのを２本組み合わせる。 
  ○横の長さは、道幅等から現場合わせでよい。 
  ○杭用の丸太の先は、ナタで尖らせておく。また、長い目の丸太を用意し、 
   打ち込んでから、適当な長さで切断する。 
  ○完成時の確認ポイント 
    □杭が横木をしっかりと支えるなど、横木がしっかりと固定されているか 
    □（階段の場合）杭の頭が横木より上にでていないか 
 
  注１：階段づくりは、活動参加者の安全確保のためで、土壌浸食の恐れもあるので、

設置は必要最低限としましょう。 
  注２：設置する場合は、雨水の通り道とならないように、尾根筋に設定し、階段沿い

に水路ができないように、谷川に向けて水が流れるように、側溝を設定する。 
  注３：年数が経てば傷むので、不具合箇所の早期発見と適切な修理を早期に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

横木の下のラインは下の段の地盤

より低いところで設置 
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